




































資料の翻刻・校訂は、国士舘史 室収蔵の 本、ないしは原本から作成し 忠実な複製資料 よった。
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國士館理事代表



























































































































































































































































































































































原籍東京府荏原郡世田谷町世田谷二三六番地士族一、明治三六年七月十一日東京帝国大学農科大学農科卒業一、明治三六年十二月一日 年志願兵トシテ野戦砲兵第十三聯隊ヘ入営一、明治三七年十二月一日予備役ニ編入セラレ充員召集トシテ野戦砲兵第十三聯隊補充大隊ニ編入一、仝丗八年六月十日任陸軍砲兵少尉一、仝丗八年六月十日野戦砲兵第十三聯隊補充大隊附被仰付一、仝年七月十八日叙正八位一、仝年十一月十六日過員ニ付召集解除一、仝年十二月十五日東京帝国大学大学院ニ入リ農学 般特ニ作物ニ関スル事項ヲ研究一、仝三十九年四 ヨリ 四 年三月ニ至ル間ノ私立東京高等農学校講師ヲナス一、仝三十九年四月 日叙勅一六等賜瑞宝章一、仝年六月七日耕地整理第一種講習生トナリ耕地整理ニ関スル事項修業
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に勢力を張って居りました彼の大庭の一族が私の先祖で、私の家はその正統にあたるのであります。その後徳川家康の江戸入国後、この附近は上野国佐野の地と共に、所謂徳川四天王の一人井伊直孝の御飼馬料として、井伊 の所領となってからも私の祖先は此地に相当重きをおかれて代々代官 役目を頼まれ、 維新後明治年間になりましても又私の父が戸長をつとめて居たやうなわけであります。　
私の家とこの土地とは以上のやうな次第で、随分古くから密接の関係がありましてこの土地の事は大抵の
事は承知して居る筈なるに拘らず、近年ではあるがつい目と鼻の先に出来た國士館を、最近まで何をするところか知らずに居たなどは、 今か 考へますと 随分お恥かしい次第であります。併し國士館を理解しなかったのは単に私のみでなく、ついこの間も近くのある村役場に國士館とは何をするところかといふ問合せがありました時、いろ〳〵皆で研究したが誰もよく知って居るものがなく国粹会そ 他 名称から考へて 多分反動思想の一団体だらうといふことに衆議一決して、さう先方に答へたと ふ話をきゝましたが、今日ですら、未だに國士館をそんな風に観て るものがある ですから、况や出来 当時 國士館の噂は、全く設立者の趣旨とは天地の差でありまして、なんで 壮士を養成するところだらうといふこ に、附近の人々は噂をそのまゝ肯定して怪しみもせなかったのであります。従て誰も強いて 寄 せず、どちらかといへば敬して遠ざけるといふ主義で居 やうであります。当時私は宮内省 勤め 居 た関係上、家に居るこ が
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尼寺を建って、そこで尼僧生活をして居たものであ ます。この尼寺は櫻小学校が出来 について、寺を其儘敷地共寄附し 今の小学校 出来たのですが、こんな事が小さい時から私の頭にあったせいか私の父が亡くなった当時―高等学校在学中―私は大学を出たら小学校 長になって郷党子弟の育英事業 骨を折って見ようかなどゝ考へたこともありました。こんな考へもいつとなく消え失せ 、大学を卒へ一年志願を済まし 帰郷してからは、農商務省に勤めながら毎年冬季 夜間だけ櫻小学校の一室を借り、附近の青 を集
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外にはないので、私と教育との因縁たるや、誠に不規律で自由で且つ極めて薄いもの あります。従て石井君が態々私を訪ねられて農業の講義をと懇請された時も何分多忙なのと教育上に余り自信が無い とで始めは固辞したのでありますが、石井君がなか〳〵熱心に勧説する と、且つは國士館その のは、思想的にの反動団体にせよ―当時はさう思ふて居た です―補習 校を開い この附近の子弟を教育しようといふ趣旨は、決して悪るいことでないのみならず、寧ろ吾々土地のものからいへば感謝にこそ値ひすれ、拒絶す
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べき理由がないので、それではお役には立ちますまいが出来るだけやって見ましょうといふので承諾したやうなわけでありました。元来石井君が私を目掛けて補習学校に講義を受持 くれと頼みにきた径路が未だに判らぬのでありますが、こんな縁故で、 が追々國士館に接近するの機会を得、その後時日を経過するに従って、國士館内部のことも少しづゝ判るやうになって見ると、この附近 人々の噂や、私が当初考へて居た國士館なるものとが、寧ろ正反対であるのに驚き且つ喜んだやうなわけであります。いかにも國士館の学生は破れ袴や破れ洋服で、決してきれい はありません。併しこのきれいでない服装を一の誇りとし見得として居るのでもないやうであります。 た 服装もこ を一の見得とす に至っては、 服装 華美を誇り、香水をつけ香油をつけて、これを見得とするのと五十歩百歩でありますが、國士館の学生のきれいでな のは、一に質実といふ主義から発足したも やうであります。現にこれは学生ばかり く、職員や役員達に至るまで同一であります。一例を挙げますれば禁酒とか何とか一口も聞ひた の無 のに実際は一切の会合 酒を用ひず、何事にも無酒主義 実行して居ら ゝ ころなどは、斗酒尚辞せずを、豪傑の一条件と心得たり、 がなければ世の中のこと、何事 出来ぬやうに心得て居る現代 は、全く類の少ない境地であります。私は附近の人々の風説や、自分一己の想像から 國士館といへば、壮士―豪傑―酒と、こんな風に聯想して、定めて酒呑童子のやうな人が多いだらうと思ふて居 たのに、事実が全く反対な に驚きもし、又感心もしたのであ ます。これは其後 ことですが 中学校の落成式 も硬 こわ飯 はいった質
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宛受持って居りましたが、私は以上のやうな見地から、一は補習学校の振興を図り、一は國士館と隣接町村との接近を計ることの相互に得策であることを考へまして その当時からいろ〳〵意見を開陳したこ がありましたが、國士館の方々も喜んで私の意見に同意され 、終に昨年の夏、現貴族院多額議員吉原正隆氏の宅で、國士館側から柴田館長、長瀬中学校長、山田先生及び私の方から私と山崎町長とが出席しましていろ〳〵相談したこともあり、又其後私の宅へも一回お集り 願ったこともありました。当時の吾々の計画は補習科目を農商両科を主とし学生も百名位に増加し、極力 の地方と國士館との協同動作を図り、これによって一は地方青年の思想 善導 傍 補習夜学校の成績を挙げやうといふのでありましたが、未だこれが充分実行の緒に着かぬ本年の一月、改めて石井君が見えて農商両科並立 ものよりも単純な商業学校にしては如何かとの相談を受けたやうなわけであります。　
私が申すまでもなく、この附近の最近の発展は非常なものであります。即ち農耕地は日一日削られて、こ












れてきたことであります。私が教育 として、殊に商業教育若くは商業学校長として、何等の抱負も経験もないことは、私の今日迄の履歴が如実に証明するところであります。私は、私に校長をとの相談を受けました時は、全く寝耳に水以上寧ろ迷惑を感じまして、只管その任にあらざることを縷述し、他に適材の物色を懇願したわけでありますが、六ヶ町村の方々 殆ど私の校長就 を条件の如 にして、商業学校援助を申合されたやうな始末で、自然 一己 進退から、折角これまで纏った好計画を水泡に帰せしむるに忍び せんで、寔に己
（已）
むを得ず承諾したやうなわけであります。併し就任の事情は何れにもせよ、一旦承諾就任しま



















































































































































































































































































































































































































































　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　
國士館商業學校設立者
　　 　　　 　　　　　 　　
財団法人國士館































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
理事
　
副
　
島
　
義
　
一㊞
　
東京府知事
　　
横
　
山
　
助
　
成
　
殿
予テ開校延期中ノ國士館實務學校ハ、校舎経費等ノ関係上、此際廃止致度候ニ付御認可相成度別紙理事会決議書相添ヘ此段申請候也　　
昭和十年二月十二日
②　　　　　　
理事会決議書
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昭和十年一月卅日午前十時開会左ノ通リ決議ス一、予テ開校延期中ノ國士館實務學校ハ、当分開校ノ見込ミ立タザルニ付廃止スルコト。
　
以上
　　　
昭和十年一月卅日
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
財団法人國士館
　　 　　　
理
　
事
　　
野
　　
田
　　
俊
　　
作
㊞
　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　 　
眞
　　
藤
　　
義
　　
丸
㊞
　　 　　
同
　　
副
　　
島
　　
義
　　
一
㊞
　　 　　
同
　　
大
　　
林
　　
一
　　
之
㊞
　　 　　
同
　　
末
　　
永
　　
一
　　
三
㊞
